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しかし ，との難問題の究明は一つの研究所の少人員ではよく できるもので念いので， .5 6年度からと
の学力と学習指導改警に関する研究問題を ，関東地区なよび全国教育研究所連盟の るか年計磁の共同研











上(rCもっと深い質的な研究を試み ，学習指導改警に役だてる参考資料とするととを主目的として， 3 7 
年末vι財政当局κ特別予算を要求した。文部省の謁査問題の形式では正答率が7日%もある問題が，そ
の解答を出すためκ必要念基礎的知識漣解の程度を分析的に調査してみると 50%も正答が得られない
笑例もるるとと1.tどを指絡して，会菌学力調査結果の分析とその活用に関する特別研究費を，企画行政
諜の学力調査に関する経費とは別わ〈陀，当教育研究所に認めてもらった。
とれKよって， 58年度から全国学力調査の分析的研究K着手したが，それまで全力を傾けてきた学
カと学習指導に隠する 5か年研究の長終年にあたっていたので，とれと関連の深い問題を事例的l宅研究
して，研究紀要も刊行した。 59年度からは学力向上のための学習指導に関する第二次 5か年計画の共同
研究を始め，児室生徒の学習態度K関する問題を究明し，個々の子どもの能力 ・適性κ応ずる学習指導
に認する研究を推進するととKなったが，との全国学力調査の分析的研究についても研究方法念深めて
実施したα 文部省の調査1問題の応答分析をして問題点を明らか陀し，その解答κ要する基礎的な知識・
理解tlどをみた9.解答を出すまでの思考過程ゃ思考傾向をみようとする間短を当研究所で独自に作っ
て，とれを分析的問鋳と呼んで実箆したととは前年間様であるが，さらに投開をどのよヨκ受lずとめて
答えたか，その表現や形式念ども変えて調査したt，あるいは， 00接潟査も加えて正確を期するように
した。
4 0年度はとの学力調査の担当所長も繕し，研究内容や方法念どもさらに検討して進歩改善した。小
・中学校とも社会科は鎚摺を読む力，理科は化学的内容を.中学校の数学は数量関係，国語は文学的文
章の説書事カをとDあげる念ど，各教科の中心的課題となる分野または領績について，それぞれ各学年閣
の系統や関連をみた !J，先年度の問題君主どとも関連する分析的問題を作って実施した t，あるいは教
師や生徒とも面接し，知能や学業成績1.tどもみる付帯調査も行設う念ど，いろいろミ苦心して研究を推進
した。
との研究紀要は， ζの全国学力調査の分析的研究K関する第5年次のものをまとめたもので，今回は
小・中学校別κ分冊して刊行するととKした。 ζれらを婆約じたものを全国都道府県教育研究所長協議
会で発刊する学カに関する研究誌K載せてあるので，あわせてど批判をいただければき告いである。
との研究にど協力いただいた各学校長はじめ教戦負念らびに児章生徒にも深〈 感謝の意を表するしだ
いである。
児童生徒の学力を向上する根基は教師自身の実力向上VLある。来年度で県内 24か所K設置を終わる
地区裂科教湾セY 担ー が中核VC1.tって，総合的な地区教育センターが建設され，各地区κ公ける教師の
研究ならびに研修の中心的念施設と念タ，本県児童生徒の実力向上に資するととを念願してやまない。
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